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年 (1年生・ 2年生・ 3年生）と性（男子・女子）を要因とする2要因分散分析を
行った結果，「STT尺度」については，「安心感」で交互作用が認められた。単純
主効果を分析したところ，学年の要因は女子で有意であり (F(2,355)=17.67, 
p<.01), 1年生が2年生・ 3年生より， 2年生が3年生よりも有意に得点が高
かった。性の要因は3年生で有意であり (F(1, 355) = 9.41, p < .01), 男子が女
子よりも有意に得点が高かった。「不信」では，交互作用が認められた。単純主効
果を分析したところ，学年の要因は女子で有意であり (F(2, 340) = 18.03, p < 
.001), 3年生が1年生・ 2年生より有意に得点が高かった。性の要因は3年生で
有意であり (F(1, 340) = 9.56, p < .01), 女子が男子よりも有意に得点が高かっ
た。「役割期待」では，交互作用が認められた。単純主効果を分析したところ，学
年の要因は女子で有意であり (F(2,354) = 11.16, p < .001), 1年生・ 2年生が
3年生よりも有意に得点が高かった。性の要因は3年生で有意であり (F(l,354) 
= 8.32, p < .01), 男子が女子よりも有意に得点が高かった。
一方，「心理的距離測定尺度」については，「教師との心理的距離」で交互作用
が認められた。単純主効果を分析したところ，学年の要因は女子で有意であり
(F(2,. 357) = 17.91, p < .001), 2年生が1年生より， 3年生が1年生・ 2年生よ
りも有意に得点が高かった。性の要因は3年生で有意であり (F(l,357) = 8.83, p 
< .01), 女子が男子よりも有意に得点が高かった。「友人との心理的距離」では，

















男子 女子 主効果 交互作用多重比較
1年 2年 3年 1年 2年 3年 学年 性別
MSD MSD MSD MSD MSD MSD F F F 
2.56 (0.77) 2.33 (0.58) 2.35 (0.77) 2.78 (0.70) 2.41 (0.70) 1.97 (0.79) 14.65 ** 0.12 5.86 * 
2.41 (0.79) 2.30 (0.70) 2.50 (0.79) 2.18 (0.60) 2.21 (0.67) 2.89 (0.72) 13.85 ** 0.08 6.07 * 
3.17 (0.53) 2.98 (0.58) 2.99 (0.63) 3.23 (0.56) 3.00 (0.72) 2.67 (0.76) 10.18砕* 1.20 3.40 * 
教師との心理的距離 9.91 (5.74) 10.78 (5.73) 11.99 (4.83) 8.77 (5.19) 11.50 (5.64) 14.68 (4.82) 17.42 ** 1.81 3.99 * 
友達との心理的距離 3.05 (4.05) 3.79 (4.20) 4.41 (4.43) 3.19 (3.25) 4.00 (4.54) 5.16 (5.24) 4.44 * 0.63 0.19 3>1 




































その結果，「教師との心理的距離」では，類型の主効果 (F(3,336) =77.40, p < 




較の結果， 2年生が1年生より， 3年生が1年生・ 2年生よりも有意に得点が高









1 117~119 2 129~131 3 145~148 
教師との心理的距離友人との心理的距離教師との心理的距離友人との心理的距 教師との心理的距離友人との心理的距離
【STT尺度】
1安心感 ー.6* -.70 *紐ー .17 -.22 -.73砕ー .60砕＊一 .10 -.24 -.71 * -.40 ** -.13 .00 
2不信 .48砕 .21 * .14 .05 .38杯 .19砕ー .07 -.13 .69 * .38 ** .14 .16 
3 役割期待— .47 杯 .15 -.15 .01 -.56 * -.1 -.09 .00 -.62 * -.03 -.1 .04 




















類型 学年 M (SD) M (SD) 
1年生 n = 22~26 10.19 (4.87) 3.00 (3.45) 
A 役割優位型 2年生 n = 33~36 11.19 (4.65) 4.17 (4.07) 
3年生 n = 28~30 9.97 (3.81) 3.10 (2.52) 
1年生 n=8~9 14.44 (5.13) 3.11 (3.30) 
B 不信優位型 2年生 n = 10~13 17.46 (2.96) 3.23 (2.92) 
3年生 n = 32~38 17 03 (2.76) 5 53 (5 26) 
1年生 n = 40~44 6.48 (4.12) 2.50 (2.06) 
C 信頼型 2年生 n = 42 7.67 (4.26) 3.05 (3.51) 
3年生 n = 29~31 8.75 (3.55) 4.97 (5.36) 
1年生 n = 16~19 14.42 (4.56) 3.68 (4.50) 
D アンビパレント型 2年生 n = 18~19 15.67 (3.61) 4.42 (4.98) 
3年生 n = 28~31 15.97 (3.53) 5.58 (5.73) 
類型 F値 77.40 ** 1.19 
多重比較
A>C;B>A.C 
D > A.C 
学年 F値 4.15 * 4.32 * 
多重比較
2 > 1 3 > 1 
3 > 1, 2 
類型＊学年 F値 0.83 1.05 

































































































Anderson, L. A. and Dedrick, R. F. (1990). Development of the trust in physician scale: a 
measure to assess interpersonal trust in patient-physician relationships. Psychological 
Reports, 67, 1091-1100. 
Erikson, E. H. (1959). Identity and the life cycle., New York : International Universities 
Press. (Erikson, E.H. 小此木啓吾（訳編） (1973). 自我同一性誠信書房．）
五十嵐哲也・萩原久子 (2004).中学生の不登校傾向と幼少期の父親および母親への愛着と
の関連教育心理学研究， 52,264-276. 
Johnson, G.C. & Swap, W.C. (1982). Measurement of specific interpersonal trust: 
Construction and validation of a scale to assess trust in a specific other. Journal of 
Personality and Soci,al Psychology, 43, 1306-1317. 
岸田元美 (1987).教師と子どもの人間関係ー教育実践の基盤ー東京教育開発研究所
小林正幸・仲田洋子 (1997).学校享受感に及ぽす教師の指導の影響力に関する研究一学級




度の作成その妥当性に関する研究 教育心理学研究， 37,46-54. 
中井大介・庄司一子 (2006). 中学生の教師に対する信頼感とその規定要因 教育心理学研
究， 54,453-463. 
中井大介・庄司一子 (2007a). 中学生の教師に対する信頼感と幼少期の父親および母親へ
の愛着との関連 パーソナリティ研究， 15,323-334. 




大野精一 (1997).学校教育相談とは何か カウンセリング研， 30,160-179. 
Rempel, John K., Holmes. John G. and Zanna, Mark P. (1985). Trust in Close Relationships. 
Journal of Personality and Soci,al Psychology, 49, 95-112. 
Rotter, J.B. (1980) Interpersonal trust, trustworthiness and gulibility. American Psychologist, 
26, 1-7. 
酒井厚・菅原ますみ・箕榮城和美・菅原健介・北村俊則 (2002). 中学生の親および親友と






される行動・態度に関する研究 カウンセリング研究， 29,169-179. 
-33-
山口正ニ・米田光利• 原野広太郎 (1993).教師の指導態度と心理的距離に関する研究 カ
ウンセリング研究， 26,107-112. 
-34-
